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JSS北海道　第 18回地方会を下記のとおり開催いたします．
今回は「あなたならどう読む？どう書く？」～自分でレポートを書いてみよう～です. 初心者を対象にした，会員参加型

のカンファレンス形式での講演会です．最初に動画を観ていただき，検者のつもりでエコー所見を読んでもらいます．各
領域，1症例ごと講師による模範解答を行いますので，初心者でもすぐに役立つ企画となっています．
多数の皆様にご参加いただきますようご案内申し上げます．

記

テーマ：『あなたならどう読む？どう書く？』～自分でレポートを書いてみよう～
日　時： 2011年 10月 29日（土）14時 00分～ 18時 20分（受付開始 13時 00分～）
会　場：札幌医科大学臨床教育研究棟　大講堂
参加費：正会員・事前登録： 1,000円・当日受付： 1,500円，非会員（事前登録なし）： 3,000円
事前登録：受付期間（WEBのみ）：2011年9月15日～10月6日・定員：300名

ご注意：＊変更など最新情報や申込状況はホームページ（http://www.jss.org/）でご確認ください．

＊事前登録は会員の方のみご利用可能で，非会員の方は利用いただけません．入会手続中の方も会員とは認め

られませんので，入会のお手続はお早目（1か月程度）にお願いします．

＊事前登録で定員に達した場合，未登録の方の当日参加はお受けできません．

＊空席がある場合のみ当日参加を受け付けますが，受付開始は事前登録の方を優先します．

＊当日は事前登録の有無に関わらず会員証をご持参ください．

＊会場内のビデオおよびカメラでの撮影は禁止といたします．
＊本会は日本超音波医学会認定の超音波検査士資格更新 5単位が取得できます．
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JSS北海道 第18回地方会のお知らせ

主催　JSS北海道地方会・一般社団法人 日本超音波検査学会
実行委員長　石川　嗣峰（手稲渓仁会病院）

札幌医科大学臨床教育研究棟　大講堂
北海道札幌市中央区南 1条西 16丁目

（付属病院の北側）

□札幌市営地下鉄東西線「西 18丁目駅」下車
5番出口より徒歩 3分
□札幌市営電車「西 15丁目」下車徒歩 3分

連絡先：〒080–0805 北海道帯広市東5南9-2 帯広協会病院　検査科　田村　悦哉
TEL: 0155-22-6600
E-mail: tamura@mail.jss.org（できるだけメールでお願いいたします）
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JSS北海道 第18回地方会　プログラム

10月29日（土）

時　　間 内　　　容

13:00�13:50 受　　　付

13:50�14:00 開会挨拶・オリエンテーション

14:00�14:35 第 I部　一般演題
司　会：佐藤　正幸（市立函館病院中央検査部）

一般演題を 3題予定しています．応募方法は下記をご参照ください.

14:35�14:50 休　　　憩

14:50�15:50 第 II部　講演：『あなたならどう読む？どう書く？』～腹部～
講　師：義達　仁美（手稲渓仁会病院超音波検査室）
講　師：島崎　　洋（JA北海道厚生連札幌厚生病院医療技術部放射線技術科）

腹部領域の症例を動画像で提示し，レポートを書くうえでのポイントや鑑別のコツなど
をわかりやすくご講演いただきます．

15:50�16:05 休　　　憩

16:05�17:05 第 III部　講演：『あなたならどう読む？どう書く？』～心臓～
講　師：三森　太樹（心臓血管センター北海道大野病院臨床検査部）
講　師：野田　靖子（北海道社会保険病院検査部）

心臓領域の症例を動画像で提示し，レポートを書くうえでのポイントや鑑別のコツなど
をわかりやすくご講演いただきます．

17:05�17:20 休　　　憩

17:20�18:20 第 IV部　講演：『あなたならどう読む？どう書く？』～乳腺～
講　師：高橋　智子（勤医協札幌病院検査科）
講　師：白井　秀明（札幌ことに乳腺クリニック）

乳腺領域の症例を動画像で提示し，レポートを書くうえでのポイントや鑑別のコツなど
をわかりやすくご講演いただきます．

【一般演題募集のお知らせ】
●申込要領：演題名，氏名，会員番号，施設名，連絡先（メールアドレス）を明記し，下記の宛先へお送りくださ

い．
●発表時間：発表時間：7分，質疑：3分
●申込宛先：JSS北海道地方会事務局 jss-hokkaido＠mail.jss.org
●演題締切：2011年9月24日（土）
●抄録締切：2011年10月15日（土）
＊申込受付後，北海道地方会事務局より当日用抄録雛形（A4 1ページ）と会誌用抄録雛型（全文800字）をお送
りいたします．
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